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第
3
2回

市
民
公
開
健
康
講
座

内
視
鏡
の
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ご
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～
消
化
器
内
視
鏡
を
中
心
に
～
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＊
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高
の
原
中
央
病
院

消
化
器
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
長

第
3
2回
市
民
公
開
健
康
講
座
（
奈
良
新
聞
社
主
催
）
が
６
月
2
6日
、

奈
良
市
学
園
前
３
丁
目
の
奈
良
市
西
部
会
館
学

園
前
ホ
ー
ル
で

開

か
れ
、
約
２
５
０
人
の
市
民
が
参
加
し
た
。
同
講
座
は
、
広
く
市
民

に
健
康
や
医
療
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、
関
心
と
知
識
を
広
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て

定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
も
の
。
今
回
の
テ

ー

マ
は
「
内
視
鏡
の
あ
れ
こ
れ
～
消
化
器
内
視
鏡
を
中
心
に
」
で
、
高

の
原
中
央
病
院
消
化
器
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
長
の
楼
井
伸
也
医
師
が

講
演
し
た
。
楼
井
氏
は
医
療
機
器
や
技
術
の
発
達
で
応
用
範
囲
が
広

が
る
内
視
鏡
の
診
断
と
治
療
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
紹

介
し
た
。
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桜
井
　
伸
也

氏
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＊
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＊

。
技
術
の
発
達
で
応
用
拡
大

ふ

ｰ
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回

目

韮

目

一一一

消

化
器

内

視

鏡
検

査

と

は

、

先

端
に

小

型

カ
メ

ラ

（
Ｃ

Ｃ

Ｄ

）

ま

た

は
レ

ン

ズ

を

内

蔵
し

た

太

さ
１

慧

程

度
の

細

長
い

管

を

口

あ

る
い

は

肛

門
よ

り

挿
入

し

、

食

道

、
胃

、

十
二

指
腸

や

大

腸
の

内

部

を

観

察

し

、

時
に

は

治

療
を

行

う

も
の

で

す

。

観
察

す

る

病
変

の

場

所

、

種

類

に

よ

っ

て

方

法

が

異

な

り

ま

す

。

最
近

で

は
医

療

機

器

や

技

術

の

発

達
に

よ

り

応
用

範

囲

も

広

が

り

、

診
断

か

ら

治
療

ま

で
ス

ム

ー

ズ
に

行
え

る
よ

う
に

な

っ
て

き

ま

し

た

。

検

査
に

先

立

ち
医

師

が

説
明

を

行
い

ま
す

。
検

査
の

説

明

と

同

意

は

、

患
者

さ

ん

と
医

療

関

係

者
の

間
に

よ

り

よ
い

医

療

環

境

を

築

く

と
い

う
基

本

的

な

考
え

方
で

す

。

内

視

鏡
検

査

（

治
療

）

を

行

う

前

に

そ
の

検

査
の

必
要

性

、

方

法

、

そ

の

結

果

、
予
想

さ

れ

る
危

険

性

、

他
の

検
査

（

治

療
）

法

と
の

比

較

な
ど

に

つ

い
て

十
分

に

知

り

理

解

し
て

か
ら

検

査

（
治

療

）

を

受

け

て
頂

き
た

い

と

思
い

ま

す

。

担

当

医

か

ら
説

明

を

受
け

て

十

分
に

了

解
さ
れ
ま
し
た
ら
、
検
査
に
対
す

る
同
意
の
意
志
を
担
当
医
に
伝
え

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
は
同
意

書
へ
の
署
名
し
て
い
た
だ
く
方
法

が
一

般
的
で
す

。

通
常
、
検
査
は
予
約
が
必
要
で

す
。
検
査
当
日

は
検
査
の
種
類
に

よ
っ
て
絶
食
や
洗
腸
な
ど
の
前
処

置
が
必
要
で
す
の
で
、
検
査
前
の

指
示
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

。
ま

た
胃
腸
の
働
き
を
止
め
る
薬
や
麻

酔
薬
を
使
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す

が
、
こ

れ
ら
の
薬
品
を
安
全
に
使

用
す
る
た
め
に
、
歯
の

治
療
で
麻

酔
注
射
の

際
に
具
合
が
悪
く
な
っ

た
こ

と
が
な
い
か
、
不

整
脈
、
狭

心
症
、
心
筋
梗
塞
な
ど

心
臓

病
、

緑
内
障
、
糖
尿

病
、
前
立
腺
肥
大

が
な
い
か
な
ど
を
検
査
前
に

問
診

す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
生

検
を

行
う
こ

と

が
あ

り

ま
す

の

で

、
ワ

ー
フ
ァ
リ
ン

、
バ
フ

ァ
リ

ン
な
ど
の

薬
を
飲
ん
で
い
る
か
の

確
認
も
行
い
ま
す
。
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上
部
消
化
管
内
視
鏡
は
、

腹
痛

や

貧
血
な
ど
の
原
因
を
調
べ
る
た

め
に

行

い

、

食

道
・

胃

・

十
二

指

腸
に

発

生

し

た

潰

瘍
、
炎

症
、
ポ
リ

ー

プ
な

ど

を

診

断
す

る

こ

と

が
で

き

ま
す

。
従

来
の

経

口

内

視

鏡
の

ほ

か
、

近

年

は

細
径

内

視

鏡

を
用

い

た
経

鼻
内

視

鏡

が
普

及

し
て

い

ま

す

。
経

鼻

内
視

鏡

は

、

検

査
中

の

嘔

吐

（

お

う

と

）
反

射

が
少

な

く

、
ほ

と

ん
ど

の

方

で

比

較

的
楽

に

検

査

を

受
け

て

頂

け

ま

す

が
、

経

口
内

視

鏡
に

比

べ
て

画

像

が
劣

る

な
ど

の

問

題

点

が
あ

り

ま

す

。

超

音
波

内
視

鏡
は

、

内

視

鏡
先

端

に

超

音

波

振

動

子

を

取

り

付

け

、
食

道
・

胃
の

中

か

ら

超

音
波

検
査

を

行

う

方

法
で

す

。

食

道
や

胃
に

で

き

た

潰

瘍
や

腫

瘍

が
ど

の

く

ら
い

の

深

さ

ま
で

浸

潤

し
て

い

る
か

、

ま

た

そ
の

性

状

を

正

確
に

診

断
す

る

た

め
に

行

い

ま

す

。
さ

ら
に

超

音

波

内
視

鏡

を

用
い

て

腫

瘍
へ

直

接

針

を

穿
刺

（

せ

ん
し

）

し

、
組

織

の

一

部
を

取

っ
て

く
る

こ

と

も

あ

り

ま

す

。

上
部

消

化

管
内

視

鏡

の

検

査
手

順

と
し

て

は

、

ま
ず

前

処

置

室
で

ガ
ス

コ

ン

水

（
胃

を

き

れ
い

に

す

る

白
い

液
体

）

を
飲

み

ま

す

。
経

口
内

視

鏡

の

場

合
は

キ

シ

ロ

カ
イ

ン
ビ
ス
カ
ス

と
い
う
の
と

麻
酔
を

飲
み

込
み
ま
す
。
経
鼻
内
視
鏡
の

場
合
は

鼻
の
通
過
を
よ
く
す
る
薬

を
点
鼻
・
噴
霧
し
た
の
ち

鼻
の

中

を

キ
シ

ロ

カ
イ
ン

で

麻
酔

し

ま

す
。
そ
の

後
、
検
査
台
に
左
を
下

に
し
て
横
た
わ
り
内
視
鏡
を

挿
入

し
ま
す
。
そ
の
前
に

胃
の
運
動
を

止
め
る
薬
や
、
緊
張
を
和
ら

げ
る

薬
を
注

射

す
る
こ

と

も
あ

り

ま

す
。
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内

視

鏡
を

用

い

た

治
療

法

と
し

て

は

内
視

鏡

的

止

血

術
や

内

視

鏡

的

切

除

術
、

異

物

除

去
術

等

が
あ

り

ま

す

。

内

視

鏡
的

止

血

術
に

は

、

ク
リ

ッ

プ

で

血
管

を

は

さ

ん
で

止

め

る

方

法

、

局
所

に

薬

剤

を
注

入

し
て

止

血

す

る

方

法

、

血

管

を

焼

灼

（

し

や
く
）

し

て

止

血
す

る

方

法

等

が

あ

り
ま

す

。

ま

た
食

道
静

脈

瘤
（

り

ゅ
う

）

の

出

血
に

対
し

て

は

特

殊

な
輪

ゴ
ム

で

出
血

点

を

結

紫

（
け

っ
さ

つ

）

す

る
方

法

が
用

い

ら

れ

ま
す

。

内

視

鏡
的

切

除

は

、
主

に

食

道

や
胃

に

生

じ

た

ポ
リ

ー

プ
や

早

期

癌
（

が

ん
）

に

対
し

て

内

視

鏡

を

用

い

て

切

除

を
行
い

ま

す

。
従

来

は

手

術

が

必

要

た

っ

た

早

期

癌

も
、

身

体
に

負
担

に

少

な
い

内

視

鏡
治

療

に
よ

り
切

除

が
可

能

に

な

り
ま

し

た

。
た

だ
し

病
変

部

の

大

き
さ

、

深

さ

、
癌

の

種

類
に

よ

っ

て

適
応

が

異

な

り
ま

す

。
ま

た

切

除

後
は

病

変

部
に

潰

瘍
が
で

き

、

時
に

出

血

や

穿

孔
を

伴

う
こ

と

が

あ

り
ま

す

。

内
視

鏡

切

除
の

方

法

は

ポ
リ

ベ

ク
ト

ミ

ー

、

内

視

鏡
的

粘
膜

切

除

術

（
Ｅ

Ｍ

Ｒ

）
、

内

視

鏡
的

粘

膜

下

層

剥

離

術

（
Ｅ
Ｓ

Ｄ
）

に

分

け

ら

れ
ま

す

。
ポ
リ

ベ
ク
ト

ミ

ー

は

、

有

茎
性

、

亜

有

茎
性
の

ポ
リ

ー

プ

に

対

し

行

わ

れ

、

ポ
リ

ー
プ

の

基

部
に

ス

ネ
ア

を

か
け

高
周

波

電

流

を

流
し

て

切

除

す
る

手

法
で

す

。

Ｅ

Ｍ

Ｒ

は

病

変
の
下

に

生
理

食

塩

水

な
ど

を

注
入

し

て

隆

起
さ

せ

、

そ
の

隆
起

に
ス

ネ
ア

を
か

け

高

周

波
電

流

を

流
し

て

切

除

す
る

手

法

で

す

。
Ｅ
Ｓ

Ｄ

も

病
変
の

粘

膜
下

層
に

生

理

食

塩

水
や

グ
リ

セ

オ

ー

ル

な
ど

を

局

所
に

注
入

し

て

隆
起

さ
せ

ま

す

が

、

切
除

に
は

ス

ネ
ア

で

は

な

く

、

針

状
メ
ス

や
Ｉ

Ｔ

ナ

イ

フ

、

フ
ッ

ク

ナ
イ

フ

、
フ

ラ

ッ

シ
ュ

ナ

イ

フ

な
ど

の

特

殊
な

電

気

メ

ス

を

用
い

て

周
辺

切

開
し

、

粘

膜
下

層

を

剥

離

す
る

方
法

で

す

。

Ｅ

Ｓ

Ｄ

で

は
、

大

き

な

病
変

も

切

除

す
る

範

囲

を
マ

ー

ク
し

そ

の

範

囲

を
含

ん
で

広
め
に

１

つ

の

ブ

ロ

ッ

ク
と

し

て

切

除
す

る
こ

と

が

で

き

ま
す

。

そ

れ
に
よ

り
内

視

鏡

治

療
で

完

全

治

癒
で

き

た

か
正

確

に

判
断

す

る
こ

と

が
可

能
で

す

。

し

か
し

Ｅ

Ｍ

Ｒ

法
よ

り

時

間

が
か

る

う
え

医

師
の

技

術
習

得
に

時

間

を

要

し

ま

す

。

異

物

除

去

術

は
誤

っ
て

飲

み

込

ん
で

し

ま

っ

た

異
物

を
内

視

鏡
下

に

紺
子

（

か

ん
し

）

や

ネ
ッ

ト

を

用

い

て

除

去

す

る
方

法
で

す

。
入

れ

歯
や

Ｐ
Ｔ

Ｐ

シ
ー
ト

な
ど

が

比

較

的
多

い

で

す

。

目

口
韮
ロ

ー

大

腸

内

視

鏡
検

査

は
、

大

腸

と

直

腸
と

象

徴
の

一

部

を
観

察

す

る

た
め

に

肛

門
か

ら

内

視

鏡
を

挿

入

し

、

こ

れ

ら
の

部
位

に

発
生

し

た

ポ
リ

ー

プ

や

癌

、
炎

症
な

ど

を

診

断
し

ま

す

。

組

織
の

一
部

を

と

っ

て

調

べ
た

り
、

病
変

を
内

視

鏡

的

に

切
除

す

る
こ

と

も
で

き

ま

す

。

大

腸
の

疾

患
に

は

、

細

菌
等

に

よ

る

感
染

性

腸

炎

や
、

炎

症
性

腸

疾

患

、
腫

瘍

性

疾

患
等

が
あ

り

ま

す

。

炎

症
性

腸

疾

患
と
し

て

潰

瘍
性

大

腸

炎
と

ク

ロ

ー
ン

病

が
あ

り

、

近

年
増

加

傾

向
に

あ

り

ま

す

。

内
視

鏡

治
療

と
し

て

は

、

大

腸

ポ
リ

ー

プ

ま

た

は
早

期

大
腸

癌

の

治

療

が
主

に

行

わ
れ

ま

す

。
主

に

ポ
リ

ベ
ク
ト

ミ

ー
と
Ｅ

Ｍ

Ｒ

が

行

わ

れ
ま

す

が
、

最

近
で

は
上

部

同

様
Ｅ

Ｓ

Ｄ

も

行

わ
れ

る
よ

う

に

な

ヘリコバクター・ピロリ

レク ラム陰性押菌
レ長 さ2.5 ～5 μｍ、

直 径0.5 μｍのラセ
ン菌

レ胃 粘膜に生息
レ４～６本 の鞭毛を

も つ （鞭毛 の回転

運 動で粘液中 を移

動）
微好気性

（培養 が難 しい）

ピ ロ リ 菌 の 電
気 顕 微鏡 画 像

つ
て

き

ま

し

た

。

回

目
韮

‥皿

小
腸
の
内
視
鏡
検
査
は

、
小
腸

が
長
い
た
め
こ
れ
ま
で
は

内
視

鏡

で
観
察
す
る
こ
と

が
困
難
で
し
た

が
、
カ
プ
セ
ル

内
視

鏡
や
バ
ル
ー

ン
内
視

鏡
の
登
場
に
よ
り
小
腸
す

べ
て
を
観
察
す
る
こ

と
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
カ
プ
セ
ル

内
視

鏡

は
、

薬
の
カ
プ
セ
ル

よ
り
も
少
し

大
き
い
カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
を
飲
ん

だ
後
、
カ
プ
セ
ル

が
消
化
管
の
動

き
に
よ
っ
て
徐
々
に

進
み

な
が
ら

１

秒
間
に
２

枚
ず
つ
撮
影
し
て
い

き
ま
す

。
苦
痛
は
あ
り
ま
せ
ん

が

組
織

採
取

や

処
置
は

で

き

ま
せ

ん

。
バ
ル

ー
ン
内
視

鏡
は
、
ダ
ブ

ル
バ
ル

ー
ン

内
視

鏡
が
オ
ー
バ
ー

チ
ュ
ー
ブ
と
ス
コ
ー
プ
の
２
ヵ
所

に
つ
い
た
も
の
と
、
シ
ン

グ
ル

バ

ル

ー
ン

内
視

鏡
の
２

種
類

が
あ

り

、
Ｘ

線
透
視
で

適
宜
位
置
を

確

認
し
な

が
ら
進
め
ま
す
。
全
小
腸

を
観
察
す
る
に
は
経
肛
門
的
、
経

口
的
の
両
方
向
か
ら
検
査
を
行
う

必
要

が

あ
り

苦

痛
も

伴
い

ま
す

が
、
組
織
採
取
や
処
置
が
可
能
で

す
。回

目
回
韮

胆

・

腸

（

す
い

）

内

視

鏡

は
胆

管

、
胆

嚢

（
の

う

）

あ

る

い

は
腸

臓
の

病
気

を

診

断
す

る

た

め
に

、

口
か

ら

内

視

鏡
を

挿

入
し

て

行

う

検
査

で

す

。

内
視

鏡
的

逆

行
性

胆

管

腸

管

造

影

（
Ｅ

Ｒ
Ｃ

Ｐ

）
、

内

視

鏡

的
乳

頭

括
約

筋

切

開

術
（

Ｅ
Ｓ

Ｔ

）
、

内
視

鏡
的

乳

頭

バ
ル

ー

ン

拡

張
術

（
Ｅ

Ｐ

Ｂ

Ｄ

）

、
超

音
波

内
視

鏡

検
査

（

Ｅ

Ｕ

Ｓ

）
等

が

あ

り
ま

す

。

Ｅ

Ｒ

Ｃ

Ｐ

は
胆

嚢

、

胆

管
あ

る

い

は
腸

臓

の

病

気
を

診

断

す

る
た

め
に

、

口

か

ら
十

二

指

腸
へ

内

視

鏡
を

挿

入
し

、

そ
こ

か

ら

胆

管
や

腸

管
の

中

に

選

択
的

に

細

い
チ

ュ

ー

ブ
を

挿
入

し

て

造
影

剤

を
注

入

し

、

レ

ン

ト

ゲ
ン

撮

影

す

る
検

査

法
で

す

。
総

胆

管
結

石

の

治
療

時

に

は
Ｅ

Ｓ

Ｔ

や
Ｅ

Ｐ

Ｂ

Ｄ

を
行

う

こ

と

が
あ

り

ま

す

。

Ｅ

Ｓ

Ｔ

は

内
視

鏡
下

に

電

気
メ

ス

で

十

二

指

腸
の

フ

ァ

ー

タ

ー
乳

頭

を
切

開
す

る
方

法

で

す

。
Ｅ

Ｐ

Ｂ

Ｄ

は

内

視

鏡
下

に

風

船

を
使

用

し
て
フ
ァ
ー
タ

ー
乳
頭

開
口
部

を
拡
張

す
る
方

法
で
す
。
全
身

麻
酔
の
必
要

が

な
く
比

較
的

安

ピ ロ リ菌 の 感 染率

◆一般的に発展途上国では感染率が高く、欧米先進国で
は低い。

◆日本のピロリ菌陽性者数：約6000万人
◆1992年時点では、10歳以下では感染率が低く、40歳以

上では感染率70％以上の二相性を示す。

ピロリ菌の年代別感染率

全
で

す

が
、

出

血

、

穿
孔

、

胆

肝

炎

、

急

性
腸

炎

な
ど

の

合

併

症

が

あ

り

得

ま
す

。

ま

た
Ｅ

Ｕ

Ｓ

は

先
端

に

超

音

波

振

動
子

が
つ

い

た

内
視

鏡
を

口

か

ら

胃

・

十
二

指

腸
に

挿
入

し

、

胆

嚢

、
胆

管
、

腸

管

、

腸
臓

等

を

観

察

し

ま

す

。
腸

腫

瘍

、
胆

管

腫

瘍
、

胆

管

ポ
リ

ー

プ

、

総
胆

管

結

石

、

な
ど

が

適
応

と

な

り

ま
す

。
最

近

で

は

超

音
波

内

視

鏡
下

穿
刺

吸

引

術

（
Ｅ

Ｕ

Ｓ
－

Ｆ

Ｎ
Ａ

）

と

い

っ

て

、

超

音
波

内

視

鏡
下

に

腫

瘍

に

針

を

刺
し

て

組

織

を

吸
引

す

る

こ

と

も

で

き

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た
。
胃
な
ど
を
と
お
し

て
脛
臓
の
組
織
を
と
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

ま
た
消
化
管
以

外
で

も

腹

腔

鏡
検

査

が

あ

り
、
主
に
肝
臓
の
色
調

や
表
面

性
状
を
観
察
し

ま
す
。
こ
の
検
査
は
Ｃ

Ｔ
、
超
音
波
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ

等
の
発
達
に
よ
り
近
年

で
は
ほ

と
ん
ど
行
わ
れ

ま
せ
ん

が
、

腹
腔
鏡
は

胆
嚢
を
摘
出
す
る
等
の

内
視
鏡
手
術
に
広
く
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｅ
Ｇ
と
は
、
内
視

鏡
を
使
っ
て

腹
部
に
小

さ
な
口
（
胃
磨
＝

い
ろ

う
）
を
造
る
手
術
の
こ

と
で
す
。
口
か
ら
食
事

の
取
れ
な
い
方
や
、
食

べ
て
も
む
せ
こ
ん
で
肺

炎
な
ど
を
起
こ
し
や
す

い
方
に
、
直
接
胃
に
栄

養
を
入
れ
る
栄
養
投
与

の
方
法
で
す

。
欧
米
で

は
多
く
用
い
ら
れ
る
長

期
栄
養
管
理
法
で
、
鼻

か
ら
の
チ
ュ
ー
ブ
な
ど

に
比
べ
患
者
さ
ん
の
苦

痛
や
介
護
者
の
負
担
が

少
な
い
う
え
、
喉
な
ど

に
チ

ュ
ー
ブ

が
な
い
こ

と
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
や
言

語
訓
練
が
行
い
や
す
い

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
最
近
で
は
便

→-1950 年

. ●-1992 年

４ ‥2010 年(予測)

_◆_2030 年(予測)

(％)

ピ
ロ
リ

舞
に

感
染
し
て
い
る
人
の
割

合

利
な
キ
ッ
ト
が
開
発
さ
れ
比

較
的

容
易
に
胃
磨
を
増
設
す
る
こ

と

が

で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た

。
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‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

昨

年

か

ら

慢
性

胃

炎

の

患
者

さ

ん
に

対

し

ヘ
リ

コ

バ

ク

タ

ー
・

ピ

ロ
リ

菌

（

Ｈ
．
Ｐ
．
）

の

除

菌

が

保

険

適
応

と

な
り

ま

し

た

。
Ｈ

．
Ｐ

．

は
長

さ
２

・
５

～

５

μ
ｍ
の

グ
ラ

ム

陰
性

悍

菌
で

あ

り
6
0
歳

台
の

人

で

は

約
６

割
の

方

が
感

染
し

て

い

る
と

い

わ

れ
て

い

ま

す

。
Ｈ

．
Ｐ

．

に

よ

り

胃

炎
の

ほ

か

胃

十
二

指

腸

40　　　　　　　60年齢　　　　　　　　　 （歳）

がんサポート情報センターＨＰより

20
０

潰

瘍

、

胃
癌

等
の

様

々

な

病

気

が

ひ

き

お
こ

さ
れ

る

と

報

告

さ
れ

て

い

ま

す

。
1
9
9
4

年

に

は
Ｗ

Ｈ

Ｏ

に

よ

り

Ｈ
．
Ｐ

．
は

胃

癌

発

生
の

ク
ラ

ス

ー

発

癌

物
質

と

認

定

さ
れ

ま
し

た

。
除

菌
に

よ

る

発

癌

抑
制

の

報

告
も

さ
れ

て

い

ま

す

。
た

だ

除

菌
に
つ

い

て

は

内

視

鏡
検

査

で

慢

性

胃
炎

が
確
認

さ

れ
て

い

る

こ

と

が

条
件

と
さ

れ

て

い

ま

す

。
現

在
の

癌
な
ど

の

病
気

の

確

認
の

ほ

か
、
将
来
的
な
癌
の
発
生
を
抑
制

す
る
た
め
に
も
、
一
度
内
視

鏡
検

査
を
受
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
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